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１．はじめに

筆者は、1992年１月にシンガポールのRafflesJuniorCollege（ラヅフルズジ

ュニアカレッジ、略称ＲＪＣ）に設圃されたTheLanguageE】ectiveProgramme

(Japanese）（選択言語プログラム（日本語）、略称ＬＥＰ（Japanese)）の専任教

員として、開設当初から1994年12月まで３年間勤務した。JuniorCollege（略称

ＪＣ）は日本の高校２．３年生の年齢に相当する、大学前段階修学２年間の教育

機関である。この制度におけるＪＣでは、日本の高校のような一般科目を履修す

るのではなく、修了後の大学進学を視野にCommerceoArts，Science（商業、文

科、理科）のいずれかのコースを専攻し、それぞれの専門科目を履修する。但し、

ＬＥＰ(Japanese)はこのような専攻分野に直結するものではなく、選択科目の一

つである。履修者の人数も各学年10名程度で、これはＲＪＣの１学年約750名】’

中の極少数に相当するものである。

ここで、ＬＥＰに繋がるシンガポールの日本語教育について触れておきたい。

但し、シンガポールにおける戦後の日本語教育については、富田（1970）・江副

（1980）によりすでに述べられているので、概略を記すのみにとどめておく。

シンガポールにおける日本語教育は、当国の言語政策の一環をなすものである。

多民族国家であり、人材が資源であるという当国では、英語と国民の属する民族

の言語（華語、マレー語、タミール語）の二言語教育を基本としている。これに

加え、中学校（４年制）段階で成繍優秀者に、フランス語、ドイツ語、日本語を

第三言語として選択・学習できるという制度を設けた。その第三言語の一つであ

る日本語の教育も、1978年に教育省言語センターにおいて中学生を対象に始めら

れたが、学習者の進級・進学ととも1982年には高校生も履修できるよう整備され

た。但し、それは、基本的には言語教育であり、言語センターにおいて履修でき

る科目Z)であった。これを更に発展させる形で設置されたのが、ＬＥＰ(Japa-

nese）である。

本稿は、このような流れをくむ選択言語プログラム（日本語）の実情報告を目

的とするものである。まず、初めに、本プログラムの概略を述べ、その後、特徴
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